
総合判定 【傾向管理図】 判定ランク-２ 作成 　　(株)沢田ﾃｸﾆｶﾙｻｰﾋﾞｽ　沢田
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症状

　推定異常原因/推奨保全処置

運転経過時間
メーカ

枚数（歯数）
枚数（歯数）

　　　  2軸
　　　  3軸

油脂種
運転時間/日

　・ギヤーカップリング部のグリース枯渇の実例

会社名
設備名
計測日時

周波数成分(Hz)判定

Diagnose Karte 〔F.NO.0618　〕

　　流体継ぎ手
　 ○○工業所△地区

計測目的

不明な成分の揺れ。
回転周期と255㎐が卓越した周波数。

機種
動力伝達
モータ容量
回転数ﾓｰﾀ
回転数 入力
回転数 出力
軸受　1軸

5.00　(mm/s) 波形性状判定基準値

③

振動加速度(m/s2)振動速度(mm/s)
測定部位 方向

　　2006年　8月　16日
　現状設備の評価
　流体継ぎ手
  直結　（ｷﾞﾔｰｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ）

④

・ギヤーカップリングのグリース不足が主因で
カップリング部のぎやーの欠損状態に至った。

○△製作所
142 Ｚ

油浴式
　

　ｈ/Day

潤滑方式

【特徴的な波形】

 ・ｆｒ1（19.9㎐）の周期
 ・255㎐の揺れ成分が特徴

・255㎐の主成分

255㎐

20㎐

255㎐

255㎐とその2倍

2845㎐とその2倍

258㎐ﾋﾟｯﾁ

　　　　　　検証結果 （2009.12.10）

・流体継ぎ手の測定部位はモータ側
　も含めてＶ方向に4点必要。
・出力側に信号が高い傾向がある。
・ファン側軸受部も測定の必要。
・波形から回転周期と揺れの主成分
　は、255㎐。

・ｆｒ1（19.9㎐）の周期

・255㎐の主成分と回転周期の揺れ

（6400ライン）

（6400ライン）

03Ｒ

　　　　　　　　ギヤーカップリング部の判定ランク

　・ランクー１　分解整備後の正常状態
　・ランクー２　潤滑不良・枯渇・劣化または、グリース給脂を忘れた
　　　　　　　　　状態でＡＣＣ周期に異常なし（200HZ近傍のVEL成分）
　・ランクー３　ＡＣＣに回転周期とVEL成分200HZ近傍成分が出現し
　　　　　　　　　摩耗の兆候（異音の発生）
　・ランクー４　もういいでしょう！！

(株)沢田

21/12/10

ﾃｸﾆｶﾙ

04Ｒ

2×255㎐

468㎐
ギヤーの歯当りに
よる揺れは、255㎐
と2倍近傍が特徴。歯の欠損部

263㎐


